




















































































































































司令 職員 沈維楨（字：同一） 16歳 何啓彬
營務主任 職員 鄭潤樂 15歳 陸兆楨






演出主任 職員 沈葆昌 藍隊隊長 18歳 葉南




總隊長 19歳 徐肇和 16歳 杜永康
黄色隊隊長 19歳 葉世湘 16歳 郭宗儀
副隊長 15歳 楊炳琥 16歳 胡世皞
隊員
15歳 鄭錫銘 15歳 沈葆中
15歳 柴誌堅 14歳 楊之漢










































































































































































































































































146 早稲田教育評論　第 28 巻第１号
13　「支那童子軍入京す　日本少年団に迎へられ」『朝日新聞』東京夕刊、1926年７月29日（水）、２頁。
14　南洋学校には複数の機関紙が発行されていた。この時期、並存したものには『南洋週刊』がある。
また、学校が改名される都度に、新たな機関紙が見られるようになる。南洋学校の資料を多く保
存している上海図書館には1925年11月より1927年２月までのものしか残っていない。
15　沈葆昌「本校童子軍東遊記事」『南洋旬刊』第３巻第１期、14頁。
16　沈葆昌「本校童子軍東遊記事」『南洋旬刊』第３巻第２期、15頁。
17　「日本人は規則を守り、綺麗好き」については沈葆昌「本校童子軍東遊記事」『南洋旬刊』第３巻
第１期、14頁で指摘され、仕事のやり方が着実であることは沈葆昌「本校童子軍東遊記事」『南洋
旬刊』第３巻第３期、15－16頁で指摘されている。
18　沈葆昌「本校童子軍東遊記事」『南洋旬刊』第４巻第２期、７頁。
19　ちなみに、少年団日本連盟は南洋大学童子軍訪問団を歓迎し、10月号を「野営生活と童子軍歓迎
記念号」にした。普段の機関紙の表紙にはボーイスカウトのマークを使用していたが、10月の記
念号の表紙ではボーイスカウトの一少年の姿を描き、その背景は日本と上海の地図をコラージュ
したものだった。
20　神戸におけるキャンプ時の交流の様子についての引用先は「海からも陸からも一斉に万歳の声夜
は青谷のキャンプ生活に　日支両国の少年が心からの交歓」『大阪毎日新聞』朝刊、1926年７月22
日（木）、１頁より。
21　「大阪における南洋大学童子軍交歓」『少年団研究』第３巻第９号、22－23頁。
22　同上、23頁。
23　同上、23頁。
24　「圓い月を愛でつ々　入洛の童子軍」『大阪毎日新聞』朝刊1926年７月25日（日）７頁。
25　楢崎観一「子供から大人へよき贈物」『少年団研究』第３巻第10号、６頁。
26　「童子軍こども博へ　あす愈々入京」『東京日日新聞』朝刊　1926年７月26日（月）11頁。
27　中野生「京都に迎へた童子軍」『少年団研究』第３巻第10号、10頁。
28　三笠園での歓迎の様子については「衷心の歓迎に感激の童子軍　きのふ生麦『夏の村』に　市青
年団の歓迎式」『東京日日新聞』朝刊、1926年７月28日（水）、７頁より引用している。
29　「童子軍改組」『南洋旬刊』第３巻第２期、５頁。
30　ローバースカウトとは、ボーイスカウト運動の中で18歳以上の青年を対象として活動する部門の
ことを指す。
31　出所は同上。
32　「弥栄團成立」『南洋旬刊』第３巻第３期、10頁。
